
3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

管体の外面腐食の情報は漏水事故の未然防止に活用できるほか、効率的な管路更新計画の基礎情

報として重要ですが、その調査には試掘等により管体を目視する必要があります。

現状では、試掘等による調査に費用や時間を要することから調査箇所及び延長が限られています。

ＩＣＴ技術の活用により非開削での調査が可能となれば、試掘等に要する費用や時間の削減が可能と

なり、より多くの調査が可能となります。

 管路の布設時に装置を設置することにより、管体の腐食度情報を発信してくれる技術

 腐食度調査において既存の漏水調査技術（センサロガー）が活用できるような技術

さ３ 非開削工法による管体の外面腐食度調査の実現 求める技術︓⑦
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1  課題を抱える業務の内容


